
本
部
は
８
月
８
日
、
「
２

０
１
９
年
度
基
本
協
約
・
協

定
改
訂
に
関
す
る
要
求
」

（
『
申
第
３
号
』
）
を
会
社
に

提
出
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

要
求
は
、
会
社
が
２
０
２
０

年
４
月
に
実
施
す
る
と
し
て

い
る
「
新
し
い
人
事
・
賃
金

制
度
等
」
の
見
直
し
に
対
す

る
改
善
を
含
め
た
組
合
員
の

切
実
な
声
を
反
映
さ
せ
ま
し

た
。２

０
１
９
年
度
第
１
四
半

期
の
決
算
で
過
去
最
高
益
を

更
新
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
社
は
社
員
の
切
実
な

要
求
に
耳
を
傾
け
ま
せ
ん
。

労
働
条
件
改
善
や
安
全
問
題

は
一
向
に
前
進
し
て
い
な
い

の
が
現
実
で
す
。
社
員
へ
の

苦
労
の
押
し
付
け
は
、
社
員

の
や
る
気
を
損
な
い
、
将
来

の
会
社
の
土
台
を
崩
壊
さ
せ

る
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
事
・
賃
金
制
度
の
改
訂

か
ら

年
、
基
準
昇
給
額
が

13

最
低
額
の
１
０
０
円
と
な
っ

て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

現
行
の
人
事
・
賃
金
制
度

は
、
会
社
の
恣
意
的
判
断
で

社
員
の
昇
格
が
決
め
ら
れ
る

た
め
に
、
社
員
間
の
競
争
を

煽
り
、
職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
破
壊
し
、
安
全
を
脅
か

す
危
険
な
制
度
で
す
。
賃
金

で
は
、
上
位
職
に
は
厚
く
、

下
位
職
に
は
薄
い
ベ
ア
配
分

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
要
員

問
題
を
発
端
と
す
る
一
方
的

な
休
日
出
勤
や
年
休
問
題
で

は
、
会
社
は
一
方
的
に
解
釈

と
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
、
新
人
事

・
賃
金
制
度
の
見
直
し
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
将
来
、

社
員
が
意
欲
を
持
っ
て
安
心

し
て
働
け
る
制
度
と
は
程
遠

い
提
案
で
す
。
今
協
約
改
訂

交
渉
と
併
せ
て
、
改
善
は
必

須
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
働
け
る
制
度
も
必

要
で
す
。

会
社
は
真
摯
に
組
合
の
要

求
、
意
見
を
受
け
止
め
、
あ

ら
ゆ
る
問
題
の
改
善
を
は
か

る
べ
き
で
す
。

主
な
要
求
項
目
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。

★

歳
ま
で
定
期
昇
給
を
行

65
う
こ
と
。
調
整
手
当
及
び
扶

養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

★

歳
に
達
し
た
全
社
員

50
は
、
Ｃ
１
等
級
以
上
に
昇
格

さ
せ
る
こ
と
。
Ｃ
２
等
級
以

下
に
Ｂ
年
限
を
設
け
る
こ

と
。

★
祝
日
手
当
は
現
行
通
り
支

給
す
る
こ
と
。

★
新
幹
線
の
車
掌
乗
り
組
み

を
各
列
車
３
名
体
制
と
す
る

こ
と
。

★
「
１
時
間
前
出
勤
」
等
の

慫
慂
は
や
め
る
こ
と
。

★
本
来
業
務
に
支
障
を
き
た

し
年
休
抑
制
と
な
る
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
活
動
を
廃
止
す
る
こ

と
。

★
年
休
を
失
効
し
な
い
要
員

を
確
保
す
る
こ
と
。ＪＲ東海労は８月22～23日、山梨県西湖・観岳園キャンプ場で３名の組織拡大を

全体で祝うため「組織拡大実現！サマーキャンプ」を開催しました。

組合員・家族・ＯＢなど約100名、またＪＲ東海労に加入した寄本さん、池田さ

んも参加しました。

各地本や参加者個人からは、祝儀をはじめ、お酒類、野菜、魚干もの、各種食料品

など多くの差し入れがありました。

準備担当の静岡地本は、バーベキュー、焼きそば、おでんなどを用意しました。大

懇親会では、新幹線関西地本が進行役となり、ビンゴゲーム、ビール早飲み競争や餅

食い競争などの余興を行うなど、楽しい一夜を過ごしました。ビンゴゲームの景品に

は、多くの組合員からの提供がありました。

また、新たな仲間を迎え入れて、来年も楽しいキャンプを開催できるように、さら

なる組織拡大を目指すことを参加者全員で確認しました。

【写真は２面にも掲載】
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９月１日
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〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-6-5
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Ｅメール jrtoukairou@yahoo.co.jp

ＪＲ東海労働組合

発行人 木下 和樹

編集人 高山 浩

★
全
職
場
で
前
月

日
ま
で

10

に
翌
月
の
休
日
指
定
予
定
日

を
公
表
し
、
前
月

日
９
時

25

ま
で
に
翌
月
の
勤
務
を
確
定

し
発
表
す
る
こ
と
。

★
乗
務
員
の
在
宅
休
養
時

間
、
泊
行
路
の
睡
眠
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
。

★
勉
強
会
、
訓
練
会
に
要
す

る
移
動
時
間
を
労
働
時
間
と

す
る
こ
と
。

★
区
分
「
専
任
Ⅴ
」
を
撤
廃

す
る
こ
と
。

★
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

を
中
止
す
る
こ
と
。

要
求
１
９
０
項
目
提
出
！

２
０
１
９
年
度
基
本
協
約
・
協
定
改
訂
交
渉
ス
タ
ー
ト

さらなる組織拡大を目指すぞ！

「組織拡大実現！サマーキャンプ」開催



大
阪
地
方
裁
判
所
で
係
争

し
て
い
た
多
田
裁
判
（
本
人

訴
訟
）
は
８
月
２
日
、
私
事

欠
勤
と
し
て
い
た
多
田
さ
ん

の
勤
務
処
理
を
年
休
処
理
と

し
、
賃
金
カ
ッ
ト
分
を
返
還

す
る
こ
と
で
和
解
が
成
立
し

ま
し
た
。

多
田
さ
ん
は
２
０
１
７
年

１
月

日
、
体
調
を
崩
し
勤

21

務
終
了
後
、
体
温
を
計
っ
た

と
こ
ろ
高
熱
が
出
て
い
た
た

め
、
管
理
者
か
ら
「
明
日
は

休
ん
で
い
い
で
す
よ
。
病
院

に
行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
翌

日
仕
事
を
休
み
ま

22

し
た
。
翌
日
、
多
田
さ
ん
は

体
調
が
回
復
し
た
の
で
病
院

に
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
出
向
先
会
社
で
あ

る
新
幹
線
関
西
サ
ー
ビ
ッ
ク

は
「
病
気
で
休
ん
だ
と
い
う

証
明
す
る
も
の
が
な
い
」
こ

と
を
理
由
に
一
方
的
に
欠
勤

と
し
（
年
休
扱
い
を
拒
否
）
、

賃
金
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
の
で

し
た
。
多
田
さ
ん
は
、
こ
の

扱
い
を
不
当
だ
と
し
て
２
０

１
７
年
９
月
１
日
に
提
訴
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
２
年
半

以
上
の
闘
い
に
、
全
面
勝
利

で
決
着
し
ま
し
た
。

会
社
は
、
東
京
地
区
分
会

の
水
野
良
則
さ
ん
が
東
京
第

二
運
輸
所
の
車
掌
長
の
職
務

に
就
い
て
い
た
時
、
乗
客
に

対
し
「
ア
カ
ン
ベ
ー
」
を
し

た
同
僚
の
車
掌
を
叱
責
し
た

事
象
を
問
題
と
し
て
、
乗
務

か
ら
外
し
、
日
勤
教
育
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
教
育
と

は
名
ば
か
り
で
し
た
。

他
の
社
員
と
接
触
で
き
な

い
部
屋
へ
の
隔
離
、
管
理
者

の
意
に
沿
う
よ
う
に
何
度
も

「
報
告
書
」
等
の
書
き
直
し
、

所
長
か
ら
「
も
う
食
え
ん
な
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
決
め

ろ
」
な
ど
の
暴
言
、
事
象
と

は
全
く
関
係
の
な
い
私
的
事

項
へ
の
介
入
、
出
勤
し
て
も

や
る
こ
と
が
な
い
か
ら
と
年

休
で
休
ま
さ
れ
、
毎
日
職
場

に
連
絡
を
し
ろ
（
年
休
日
に

外
出
し
て
咎
め
ら
れ
た
）
な

ど
と
、
実
質
的
自
宅
謹
慎
扱

い
に
さ
れ
る
な
ど
、
パ
ワ
ハ

ラ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

行
為
に
よ
り
水
野
さ
ん
は
精

神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
病

気
休
職
に
追
い
込
ま
れ
た
の

で
す
。

水
野
さ
ん
は
、
労
働
基
準

監
督
署
に
「
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ

る
労
働
災
害
」
申
請
を
行
い

ま
し
た
が
、
認
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
再
審
査
で
も
認

定
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
裁

判
で
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
決
意
し
、
８
月

日
、

21

行
政
訴
訟
を
提
起
し
ま
し

た
。Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
、
裁
判
勝

利
を
目
指
す
と
共
に
、
会
社

に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
の
撲

滅
に
向
け
て
、
水
野
さ
ん
と

共
に
闘
い
ま
す
。

（２）第４１６号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１９年（令和元年）９月１日

大
阪
車
両
所
分
会
結
成
大

会
が
８
月

日
、
大
阪
・
茨

25

木
市
福
祉
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

車
両
所
各
分
会
の
他
、
新
幹

線
関
西
地
本
、
大
阪
地
区
と

「
私
事
欠
勤
」
は
不
当
、
カ
ッ
ト
分
賃
金
返
還
！

多
田
裁
判
勝
利
！

各
大
阪
運
輸
所
分
会
、
本
部
、

Ｏ
Ｂ
な
ど
、
約

名
が
参
加

50

し
ま
し
た
。

こ
の
結
成
大
会
は
、
仕
業

検
査
、
修
繕
、
交
番
検
査
、

台
車
検
査
の
各
車
両
所
分
会

を
１
つ
の
分
会
と
し
て
組
織

再
編
し
た
も
の
で
す
。

湊
結
成
準
備
委
員
長
は
、

挨
拶
で
「
１
９
９
１
年
に
Ｊ

Ｒ
東
海
労
を
結
成
し
て

年
28

が
経
過
、
会
社
の
姿
勢
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
の

姿
勢
も
変
わ
り
は
な
い
。
こ

れ
ま
で
様
々
な
利
益
誘
導
を

乗
り
越
え
て
き
た
。
会
社
の

や
り
た
い
よ
う
に
さ
せ
て
こ

な
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
の
犯
罪
性
は
、
会
社
の

下
支
え
を
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
専
従
を
し
た
ら
助
役

に
な
る
。
労
働
組
合
の
役
員

が
言
う
こ
と
を
聞
い
た
ら
出

世
さ
せ
る
会
社
。
車
両
所
で

も
組
織
拡
大
を
目
指
そ
う
。

多
田
裁
判
は
勝
利
的
和
解
を

勝
ち
取
っ
た
。
大
谷
川
年
休

裁
判
の
過
程
で
、
会
社
か
ら

ボ
ロ
が
出
た
。
こ
の
裁
判
は
、

働
く
者
の
権
利
を
守
り
、
全

て
の
働
く
者
を
代
表
し
た
闘

い
で
あ
る
。
支
援
・
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
、
訴
え
ま

し
た
。

本
部
木
下
委
員
長
、
新
幹

線
関
西
地
本
畑
野
委
員
長
か

ら
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
特

別
報
告
と
し
て
、
新
幹
線
関

西
サ
ー
ビ
ッ
ク
に
出
向
し
て

い
る
多
田
さ
ん
よ
り
裁
判
勝

利
に
つ
い
て
、
大
阪
第
二
運

輸
所
分
会
の
山
本
さ
ん
と
地

本
柳
楽
副
委
員
長
よ
り
決
意

表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
方
針
（
案
）
、
２
０

１
９
年
度
予
算
（
案
）
を
採

択
後
、
以
下
の
通
り
新
役
員

を
発
表
し
ま
し
た
。

分
会
長
：
湊
伸
一
／
副
分

会
長
：
乾
眞
規
、
細
田
正
樹

／
書
記
長
：
中
塩
路
登
志
夫

／
執
行
委
員
：
山
本
真
治
、

船
出
信
政
、
松
本
幸
一
、
船

出
和
幸
／
会
計
監
査
：
松
坂

正
之

湖畔の避暑地でアウトドアライフ満喫
笑い絶えないゲームと余興

サマーキャンプ名場面集

新
た
な
組
織
で

組
織
強
化
・
拡
大
を
目
指
す
！

大
阪
車
両
所
分
会
結
成
大
会
開
催

パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
ぞ
！

水
野
さ
ん
行
政
訴
訟
提
起


